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10年後の世界の医療・健康産業は、現在のICT産業や自動車
産業をはるかに上回る極めて大きな市場規模に成長します。
背景にあるのは、かつてない勢いで加速する医療・健康ビジ
ネスの変革です。AIやロボティクスなどによる新しい「医療・健
康×テクノロジー（ヘルステック）」が次々と生まれ、医療業界
における従来の常識を塗り替えていきます。本レポートでは、
世界のメガトレンド、医療･介護の制度改定、テクノロジーの
進化、社会や価値観の変化などを多面的に分析し、医療機
関や医療・健康業界、そして医療・健康ビジネスが多様な産
業に与える影響を提示します。さらに「医療運営支援」「デジタ
ル予防/治療薬」「診療支援」などヘルステックの8分野につい
て、100社を超える国内外の注目企業を総覧。また、GAFAのよ
うなメガプラットフォーム企業が医療・健康分野に本格参入
する未来や、医療DXをはじめとするイノベーションの方向性、
AIが医療・健康分野に与える影響、医療を巡る経済安全保障
などを徹底分析。大きな変革期を迎える医療・健康ビジネス
の動向を見通し、今後10年間の200を超える未来像を描き出
します。
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4. Medipixel社　5. Memora Health社
6. Navina Technologies社　7. Proximie社
8. Rad AI社　9. RapidAI社　10. Tencent社
11. Ping An Insurance（Grp） Co. of China社
12. オプティム
8-6 AI創薬
1. 概論　2. BigHat Biosciences社
3. Deep Genomics社　4. Google DeepMind社
5. ICON社　6. Insilico Medicine社
7. IQVIA Holdings社　8. Medable社　9. Molecule One社
10. Optum社　11. Recursion Pharmaceuticals社
12. Reify Health社　13. Syneos Health社　14. biomy
15. NEC　16. NTTプレシジョンメディシン
17. SB TEMPUS　18. Veritas In Silico
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8. Lyra Health社　9. Nemesysco社
10. Spring Health社　11. Vantage Circle社　
12. Wellable社　13. iCare　14. ベネフィット・ワン
15. メンタルヘルステクノロジーズ
8-9 データインフラ
1. 概論　2. Commure社　3. IOMED社
4. Komodo Health社　5. Tempus社　6. JMDC
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9-6 人材×医療・健康
9-7 大学・政府×医療・健康

※目次は変更になる場合があります。

※第1章、第2章、第9章の詳細はホームページをご覧ください。




